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れ らの結果か ら､Rage受容体か らcdc42活性化に至るシグナル伝達径路におい
て､DOCK7が介在することを明 らかにした｡
本研究は､がんの発生 と進展の分子機構について新 しい知見を示 した
点で価値ある業績である｡よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格が
あると認める｡
